
FUMI 理論による HPLC の精度推定 

- 1 - 

6666    まとめまとめまとめまとめ    

FUMI 理論の基本と、電気化学検出 HPLC の測定精度推定の方法について示した。電気化学検出

HPLCのベースラインノイズのパワースペクトルも1/f 揺らぎを示し、FUMI理論に基づくノイズパラメータ

ー（ w~ 、m~ 、ρ）で評価できることを明らかとした。さらに、実測分析 RSD と予測 RSD はよく一致したことか

ら、電気化学検出 HPLC の測定精度推定は FUMI 理論による取り扱いにより可能であることがわかっ

た。 

FUMI 理論の利用は、日常分析において実験時間の短縮、試薬および廃液量を軽減、分析者の人件

費を削減できるだけでなく、新規分析法あるいは分析装置の開発、その性能評価の効率化において、多

大に貢献できると考えられる。 
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